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は
し
が
き

　
本
書
は
も
と
も
と
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
図
書
館
フ
ォ
ト
・
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
「
一
九
九
〇
年
代
イ
ン
ド

社
会
と
子
ど
も
達
」
の
解
説
文
と
し
て
執
筆
さ
れ
た
。
九
〇
年
代
後
半
の
お
よ
そ
五
年
間
、
毎
年
の
よ
う

に
イ
ン
ド
全
土
の
「
児
童
労
働
の
地
」
に
働
く
子
ど
も
の
実
態
を
調
べ
、
そ
の
姿
を
写
真
に
収
め
た
。
わ

た
く
し
の
思
い
の
な
か
に
は
次
第
に
三
つ
の
、
そ
れ
ぞ
れ
が
絡
み
合
っ
た
鎖
の
よ
う
な
抜
き
差
し
な
ら
な

い
問
題
、
す
な
わ
ち
教
育
の
貧
困
、
慣
習
的
労
働
、
そ
し
て
飢
餓
的
貧
困
が
子
ど
も
の
今
を
、
そ
し
て
将

来
を
覆
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
と
っ
た
。
二
四
二
枚
に
及
ぶ
写
真
の
一
枚
一
枚
が
こ
の
よ
う
な
障
壁
の
高

さ
を
暗
示
し
て
い
る
。
本
書
は
こ
れ
ら
の
観
察
を
も
と
に
し
て
お
よ
そ
五
地
域
の
「
児
童
労
働
の
地
」
に

働
く
子
ど
も
の
姿
を
描
い
た
報
告
書
で
あ
る
。

　
本
書
の
題
名
、「
イ
ン
ド
児
童
労
働
の
地
を
ゆ
く
」
の
含
意
に
つ
い
て
記
し
て
お
き
た
い
。
イ
ン
ド
独

立
後
の
半
世
紀
を
振
り
返
る
と
、
経
済
発
展
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
静
止
状
態
か
ら
、
停
滞
、
そ
し
て
成
長
の

加
速
化
の
段
階
に
入
っ
た
。
そ
れ
は
九
〇
年
代
当
初
か
ら
始
ま
る
経
済
自
由
化
へ
の
政
策
転
換
が
も
た
ら

し
た
結
果
で
あ
る
。
か
つ
て
、
成
長
が
頓
挫
し
た
一
時
期
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
今
は
、
後
戻
り
す
る
こ

と
の
な
い
成
長
軌
道
に
入
っ
た
も
の
と
評
価
し
て
よ
い
。
本
書
の
扱
う
時
期
、
一
九
九
〇
年
代
は
イ
ン
ド

が
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
ほ
ど
の
、
激
し
い
、
経
済
・
社
会
の
変
動
が
渦
巻
い
た
十
年
で
あ
っ
た
。
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こ
の
時
間
枠
の
な
か
の
叙
述
が
主
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
出
現
し
た
経
済
・
社
会
問
題
の
一
つ
が
「
不

就
学
児
童
」
の
存
在
で
あ
る
。
都
市
、
農
村
を
問
わ
ず
、
依
然
と
し
て
初
等
教
育
の
機
会
は
欠
如
し
、
貧

困
状
態
と
あ
い
ま
っ
て
不
就
学
児
童
が
増
大
し
、
そ
の
結
果
、
子
ど
も
達
は
安
価
な
労
働
力
と
し
て
生
産

の
現
場
に
押
し
出
さ
れ
る
。
イ
ン
ド
の
産
物
で
児
童
労
働
と
無
縁
な
も
の
は
な
い
、
と
評
さ
れ
る
所
以
で

あ
る
。
世
界
市
場
と
の
接
点
を
拡
大
し
つ
つ
あ
る
輸
出
経
済
の
内
実
は
こ
こ
に
い
う
「
不
就
学
児
童
労
働
」

の
、
厳
然
と
し
て
存
在
す
る
事
実
な
し
に
は
語
れ
な
い
。
こ
れ
が
わ
た
く
し
の
立
論
の
前
提
で
も
あ
る
。

そ
し
て
、
今
も
な
お
、「
児
童
労
働
の
地
」
（T

he
L

and
ofC

hild
L

abor

）
と
呼
ば
れ
る
産
地
、
産
業
、
地

域
が
拡
大
・
増
加
を
続
け
て
い
る
。
本
書
は
そ
の
よ
う
な
児
童
労
働
の
実
像
の
一
端
を
現
地
調
査
に
よ
っ

て
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
地
調
査
は
一
九
九
五
〜
九
八
年
の
期
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
も
の

で
、
す
で
に
十
年
余
を
経
過
し
て
い
る
。

　
本
稿
を
脱
稿
し
て
間
も
な
く
、
イ
ン
ド
中
央
政
府
女
性
・
児
童
開
発
省
か
ら
、
つ
ぎ
の
内
容
の
プ
レ
ス
・

リ
リ
ー
ス
（G

overnm
entofIndia,Press

Inform
ation

B
ureau,W

ednesday,A
ugust06,2008

）
を
受
け
取
っ

た
。
引
用
す
る
と
、「
近
く
、
中
央
な
ら
び
に
州
政
府
の
次
官
級
協
議
機
関
」
（
子
ど
も
の
権
利
保
護
に
関
す

る
国
民
協
議
機
関
Ｎ
Ｃ
Ｐ
Ｃ
Ｒ
）
を
発
足
さ
せ
、『
教
育
を
受
け
る
権
利
』
を
実
現
し
、『
児
童
労
働
を
撤
廃
』

す
る
た
め
に
必
要
な
法
律
お
よ
び
政
策
の
再
検
討
を
行
う
。
そ
れ
に
よ
り
児
童
労
働
を
「
過
去
の
歴
史
」

と
し
、
教
育
を
受
け
る
権
利
を
完
全
に
実
現
す
る
、」
と
。
今
か
ら
六
〇
年
前
、
す
で
に
イ
ン
ド
の
憲
法
は
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同
じ
言
葉
で
同
じ
こ
と
を
国
民
に
約
束
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
子
ど
も
の
「
教
育
を
う
け
る
権
利
」
を
実

現
し
、「
児
童
労
働
を
撤
廃
」
す
る
、
と
。
し
か
し
、
二
一
世
紀
の
最
初
の
十
年
を
や
が
て
終
わ
ろ
う
と
す

る
今
も
な
お
、「
児
童
労
働
の
地
」
は
変
わ
る
こ
と
な
く
存
在
し
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
本
書
は
、
わ
た
く
し
が
当
時
所
属
し
て
い
た
明
治
学
院
大
学
国
際
学
部
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
イ
ン
ド

の
不
就
学
児
童
労
働
」
（
一
九
九
五
〜
九
八
年
）
の
一
環
と
し
て
行
っ
た
、
毎
年
一
カ
月
に
及
ぶ
現
地
調
査

の
成
果
を
と
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
間
に
撮
影
し
た
写
真
は
前
述
の
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
図
書

館
フ
ォ
ト
・
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
「
一
九
九
〇
年
代
の
イ
ン
ド
社
会
と
子
ど
も
達
」
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。

本
書
が
完
成
す
る
ま
で
に
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
図
書
館
の
多
く
の
方
々
の
助
力
を
受
け
た
。
と
り
わ
け
、

泉
沢
久
美
子
氏
（
当
時
図
書
館
次
長
）
の
ご
助
力
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
ま
た
、
坂
井
華
奈
子
氏
は
文

献
リ
ス
ト
お
よ
び
児
童
労
働
・
教
育
に
関
す
る
指
標
か
ら
成
る
付
属
資
料
の
作
成
を
、
成
塚
雅
美
氏
は
膨

大
な
量
の
現
地
記
録
写
真
の
処
理
を
そ
れ
ぞ
れ
担
当
さ
れ
、
そ
の
成
果
を
本
書
に
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

本
書
は
こ
れ
ら
の
方
々
の
ご
尽
力
な
く
し
て
は
完
成
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
改
め
て
、
こ
こ
に
深
く
感

謝
の
気
持
ち
を
表
し
た
い
。

　
　
二
〇
〇
九
年
仲
冬

著
者
記
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謝
　
　
辞

　
現
地
調
査
―
通
算
五
年
間
（
予
備
調
査
　
一
九
九
四
年
〜
九
五
年
―
本
調
査
　
一
九
九
六
〜
九
八
年
）
に
お
よ
ぶ
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー

ク
は
明
治
学
院
大
学
国
際
学
部
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
イ
ン
ド
の
不
就
学
児
童
労
働
」
の
一
環
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
。
現
地
調
査
で
は

多
く
の
現
地
研
究
者
の
力
添
え
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
お
き
た
い
。
と
く
に
、
マ
ン
ガ
ロ
ー
ル
大
学
経
済
学
部
教
授
（
当
時
）
農
業
経

済
学
者Som

m
u

G
iriappa

博
士
は
南
イ
ン
ド
一
帯
、
タ
ミ
ル
・
ナ
ー
ド
ゥ
州
、
ケ
ー
ラ
ラ
州
、
カ
ル
ナ
ー
タ
カ
州
の
農
村
部
の
現
地
調
査

に
同
行
し
、
タ
ミ
ル
語
、
カ
ン
ナ
ダ
語
な
ど
の
現
地
語
通
訳
や
地
域
情
報
の
提
供
・
解
説
な
ど
貴
重
な
助
言
・
助
力
を
う
け
た
。
同
氏
の

ご
協
力
に
深
く
感
謝
し
た
い
。

　
調
査
協
力
機
関
―
長
い
年
月
に
わ
た
り
現
地
調
査
に
協
力
さ
れ
た
諸
機
関
を
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

①
タ
ミ
ル
　
ナ
ー
ド
ゥ
州

M
adras

Institute
ofD

evelopm
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(C
hennai)
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C
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(M
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N
G

O
:R
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R

oofless
(C

hennai)

②
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ル
ナ
ー
タ
カ
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N
G

O
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am
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A
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L
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M
angalore

U
niversity

(M
angalore)

N
G

O
:

（C
W

C

）The
C

oncerned
forW

orking
C

hildren
(U

dipi)

③
ラ
ー
ジ
ャ
ス
タ
ー
ン
州

Institute
ofD

evelopm
entStudies

(Jaipur)

④
西
ベ
ン
ガ
ル
州

N
G

O
:(C

R
S)C

athedralR
eliefService,St.PaulC

athedral(K
olkata)

　
写
真
提
供
―
三
章
「
タ
ー
ル
砂
漠
の
児
童
労
働
」
掲
載
の
製
品
写
真
はE

xotic
India

A
rt

社
の
、
ま
た
、
同
章
本
文
中
に
掲
載
の
写
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真
三
枚
は
ジ
ャ
イ
プ
ー
ル
・
ラ
グ
ズ
基
金
（JaipurR

ugs
Foundation,Jaipur,R

ajasthan

）Photo
G

allery

か
ら
の
使
用
許
可
を
得
た
。

本
書
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
掲
載
写
真
二
枚
と
、
四
章
「
ガ
ン
ジ
ス
平
野
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
村
」
掲
載
写
真
一
枚
は
、
ス
イ
ス
在
住
写
真
家A

drian

M
oser

氏
の
許
可
を
得
た
。
そ
の
他
の
写
真
提
供
者
・
出
典
は
そ
れ
ぞ
れ
に
別
記
し
た
。
関
係
者
・
機
関
の
ご
好
意
に
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
た
い
。

　
付
属
資
料
の
作
成
―
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
図
書
館
の
下
記
職
員
の
製
作
に
よ
る
。
ご
協
力
に
深
く
感
謝
し
た
い
。

１
文
献
解
題
、
参
考
文
献
、
児
童
労
働
・
教
育
統
計
―
坂
井
華
奈
子
氏
　
２
写
真
調
製
―
成
塚
雅
美
氏
　

　
フ
ォ
ト
・
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
と
の
リ
ン
ク
―
各
章
本
文
中
お
よ
び
、
章
末
﹇
注
﹈
の
項
目
に
関
連
す
る
電
子
画
像
は
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所
図
書
館
　
開
発
途
上
国
フ
ォ
ト
・
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
イ
ン
ド
特
集
「
一
九
九
〇
年
代
の
イ
ン
ド
社
会
と
子
ど
も
た
ち
」http://d-

arch.ide.go.jp
/photo

archive/India/children
/

に
オ
ン
ラ
イ
ン
公
開
さ
れ
て
い
る
。
括
弧
内
の
写
真
番
号
に
よ
り
拡
大
画
像
を
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
写
真
調
製
に
あ
た
っ
た
図
書
館
職
員
　
泉
沢
久
美
子
（
当
時
図
書
館
次
長
）
お
よ
び
、
成
塚
雅
美
（
当
時
図
書
館
資
料

企
画
課
）
両
氏
の
ご
尽
力
に
深
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。

　
本
書
編
集
と
製
作
―
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
研
究
支
援
部
　
真
田
孝
之
氏
か
ら
は
原
稿
の
細
部
に
わ
た
っ
て
入
念
な
点
検
と
有
益
な
助
言

を
受
け
た
。
ま
た
、
各
章
の
地
域
図
等
を
作
成
し
て
い
た
だ
い
た
。
本
書
の
製
作
に
ご
尽
力
さ
れ
た
同
氏
に
深
く
感
謝
の
気
持
ち
を
表
し

た
い
。
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児童労働の地：分布地図
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